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　明けましてお目でたうございます。万博の年を

迎え会員の皆様には益々ご健祥にてお過しのこと

と拝察いたし，心からお書び申し上げます。つい

先頃50醐稀念を迎えたと思っているのに，あれ

からはやくも10年，今年は60鯛年を迎えることに

なりました。

　ことしは昨ゴド

同様に母校にと

っても，千曲会

にと、ても近来

にない重大な時

期に遭遇してい

るように考・えら

れます。

　昨年は遜i糸教

育の改善に対し

て・同窓会とし

ては飽くまで中

立の立場をとっ

て進んで参りま

社団法人千曲会ヨ1劇r長　　小 林 運 美

　1り校も今年は，管理棟と共〕1五辮座の建物2470捕

（鉄働㈱が建設されることになったときいて

その売展に大いに期待をかけ，かつ膏んでおりま

す。

醐からこん紅とを札」・｝悌剛齢暗

した。この問題は極めて重大な問題であり，どこ

までも慎重な態度で望まなければならないと考え

ています。

　母校の問題については，同窓生としては大いに

関心を持つことは当然でありますが，その渦中に

入る筋合もなく・また今はその期でもないと考え

ます。

しい次第であり

ますが，近年会

費の納入状況が

悪く・会の運営

に支障をきたす

のが偽らざる状

態であります。

どうぞ同窓会を

いよいよ発展，

隆盛とならしめ

るために，会1費

の納入をお願い

申し上げます。

　尚・今年4月

には，第40回日

本蚕糸学会学術講演会が母校で開催されます。つ

づいて10月には日本繊維学会が開催されることに

なっておりますとのことです。

　同窓会としてもできる限りの協力をと考えてお

りますので・よろしくお願いいたします。

　会員皆様のご発展を祈念いたし年頭のご挨拶と

いたします。　（筆者：こばやし・かずみ，糸16）
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シ ス　コ　の三　ケ　月

飯 塚 英 策

　昨年の夏から秋にかけて再びサンフラン’シスコを訪れ

カリフォルニアメこ学医学センターで生物物理関係の仕事

をして参りました。ここは数年lluにも絹タンパク質の分

子構造の研究をしていた所なので，生活には直ぐ馴れ，

短い滞在期間でしたが十分に研究をして来ました。今日

はシスコでの生活の様子について，とりとめのない話に

なるかも知れ空せんが，思い川す求まに記してみたいと

思い詑す。

　空港からリムジン・バスでダウンタゥンに行き，医学

センタt・にタクシi・一を走らせました。車からみたシスコ

は，一見前と少しも変らぬ街のたたずまいに懐しい思い

で一ぽいになりました。道幡が広く坂の多い街にあふれ

る明かるい色で軽装の若い人達，毛のふさふさしたオー

バPt一を諮こんだ考婦人，きちんとネクタイをしめた老人

達の気楽な表情。ただ例のヒヅピ…一族の一・・人の男がアメ

リカ・インディアンのするように乎織りの布を肩に掛け

頭にはシンボルの細いリボンを巻いて腰にずだ袋を’下げ

カリフォルニアの坐のように朋かるい顔をして裸足で車

の前を横切りはしましたが。

　研究室でヤン教授に再会しました。4月に最愛の長女

を交通事故で失なった涌Fから朱だほとんど立直ってい

ないようでした。その後に人から聞いた話ですが，ドク

ターを取るためヤンの所からバreクレr－・．キャンパスに

移った，もう40才をとっくに過ぎたユグヤ糸の独身女性

がいるのですが，連日連夜ヤンさんの家に泊り込んで慰

め，それでやっとヤンさんは最切のショヅクからは立直

ったということでした。よくデスクに両ひじを付きパイ’

プの煙の行方をぼんやりと追っている姿を見力けたもの

ですが，時を待つより仕方なく，ただ我々の出来る事は

気心の知れた人間が側に居てあげたり，また時折り手紙

を書いて身近に居ることを感じさせてあげることだけだ

と思います。

　さて，所属は心臓循環器婚］研究所という所で，四っほ

どの生化学あるいは生物物理の研究室のほかは全部医学

閤係で，所員は二百数十名います。主なスタッフは前回

とあまりi変っていませんでしたが，テクニシャン（大部

分がマスターコースを出た女性で，子供に乎がかからな

くなってから再就職する例も多く，実験などの補助をす

る）やPostdoctrはほとんど入れ換っていました。この

研究所は非常に国際的で，この前は所員の七割が外国勢

でしたが，最近では比率を逆にして三割とする方針だと

聞きました。一・つには研究予勾：の削減ということもあり

ますが，国内でも大学出で職のない人がいるのに，何も

外国からという気持ちもあるようです。その影郷をii芝け

て日木人の数も減りましたが，1」木での世代の爽代を反

映して，従来のように日木人がろくに日己主張をせず勤

勉で黙くいえば効率よく使えるということがなくなって

アメリカ人以上にアメリカナイズしてしまっゾここ，あるい

け国民総生産額が著しく上って輸出がllllびていのに日山

化を規制しているということに対する反1｛梱ジー部にはあ

るようです。因みにアメリカの大学には助乎の｛削度はな

く，講師，助教授，準教授およびJli教授日独立1．，ており

講座制はと一“）ていません。そのうちの‖lliかが辞めると陥

の研究室は解消し，次｝・こどの分野の人を呼ぶ力討諭にょ

って決まります。研究室の予算はNIHのような外部か

らのものが大きなウエイトを占めていて，業績が上らな

いと自然に研究費に恕いてくるようにな・コてい富すo

　向こうではルームを借りて下宿をしました。もつと優

雅な生活さすべきだったかも知れませんが，費用の点も

あり，また三乎軽なのでそうしました。家賃はルームで月

50ドル以」二、アパPトまたはフラット（2階建で上下別

々の家族が住める）で月130ドル以上という・1：ころですぼ

通りに面した窓に，roo】〔n　for　rentなどとはり紙がして

あって割合に多くあるものですが，中国人のPostdoctor

がついて来で一緒に捜してくれました。81才のおばあさ

んで階下に…人で住み，二階を鍵のかかるいくつ；・，Y’iの個

室，共用のキッチン，食堂，広間と風呂，トイレにして

三三人ほどに貸していましたが，ニクソンプこ統領を抱っこ

した事があるとかで，偉くなってからは金持の味方にな

ってしまったなどといらていました。また自分の息子は

月2，000ドルもとっているが何も出：来ない馬口酉で，苛れ

にひきかえ日本人はあらゆる分野で活躍していて大しx’．：

ものだともltjしていました。このルームには夜休むとき

にだけ帰り，食事は苓ら大学病院のキャフテリアを利用

しましたが，1回1ドル見当で量と質からいってこ1、日承

より安いものでした。

　今度楽しみにしていた事は，前回知り合った人迂　1｛∫

会することでした。ある人は引越してし象って暇もなか

ったのでそのままになってしまいましたが，サン’フ軌・「

シスコ大学の数学の先生の家族に｝ま帰る時まで世話、二1↓ll

ってしまいました。その聞一ケ刀半ほどはそ旦）嬢族が白

カリフa’ルニアに休1暇で行ったのてさえませんてしたが
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明日の晩夕食を一緒にしようなどとよく研究室に猛話を

かけてよ已し（招待は奥さんからするのが普逝です），

また街のあちらこちらをドライブしたり映画に連れて行

ってくれたりLました。また子供に揃いのスーツを貿っ

て帰りたいといいますと，奥さんが車でテパートを三つ

も四つも一緒に廻って，同じ品物でも一・番安い店を’捜し

あててくれたりもしました。自分｝ヨ姉の子供たちのお古

を廻して屯らうので，子供の衣類は滅1多に買わないと話

してい琉したが，あちらの人は金，金といって…・寸いや

たのですが，それをもoとも有効に使うように心掛けて

いるようてす。卍た捻クトだったのは親と苧力、遠く離れて

住んでいるような1ル合でも孫がkれると乎伝いに来たり

子供の誕坐1110．囎］り物にせっせとセーターを編んだり，

また親が病気になるとその間だけ引取って宕病したり〕一

るところです。もっとも知り令ったのは大学関係が多く

っっましやかな良い宏庭ばかりでしたが。何のお礼もで

きませんでしたが，日木レストラン’に※内してビーフ照

焼などご馳走しますa：　tしょうゆを使った味付けを非常

に気に入ったようでした。アメリカ人功：門の…・，二の店

を除くと味が純日木的で，徽用｝まアルココ＿ル抜きで＿

人5ドル見当で十分でした。シスー＝では日本食品日：何で

も，あわび，かずのこ，活きた鯉なども乎に入り，米な

どはいわゆる特選米よりも上等で安価です、，果物が豊冨

で夏みかん位の大きさのオレンジが一ケ20円見当，グレ

・・一 vフルr・ツやメロンと並んで昧が忘れられないものの

一一’ ﾂですa

　－一一切の費用ガIiiJこう持ちでしたので大分頑張って仕彗，：

をしましたが，折りをみては市内および市外を歩きまし

た。何処もこの前訪れたところばっかりになってしまい

ましたが，前と変らず陽気な人7tで賑わってい＆した。

シスコには美術館，博物館，動物園など完備していて，

特に動物園は猿の種類の豊窟なこと，水族館ほいろいろ

な種類の魚を上手に飼育していることで有名で，入場料

は一切無料、土，日などの休日には子供連れの家族でプく

変に賑わいます。また日曜日毎に無料の野外コンサンー・

トがニケ所で行なわれ，楽団はサンフランシスロ交響楽

団ですが，アpmサー・フィPtドラーも毎年一回ずっ指揮

します。アメリカ人達は椅子や毛布を持って来て，ピク

ニックを兼ねて楽しみます。シスコは寒流の流れる太平

洋に接し，湾の入り口になって半島の先端に開けた12キ

ロ斗方ほどの街なので年中気温があまり変らず，夏など

霧がかかってむしろ寒いほどで，夜などは摂氏11度くら

いに気温が下ります。同じ街の中でも場所により，また

時間によって霧が出て寒くなりますので，真夏の服装と

真冬の服装が共存したりします。シP9・＝から東へ対岸オ

ークランドに渡って少し内陸に入りますと，そこにはも

会 艮幸
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う翼貰の太陽が照りっけ，肥汰なサンオーキン・バレー

など力聞けています。またシスコから日帰りもしくは一

泊旅行の可能／㌃範口則こ州立公園や問立公匝1が多数散在し

休I／lや夏休みには大変に賑わいます、．

　そうこうしているうちに3ケ月経ち（捉際は一週間ほ

ど足り宜せんでした），猫って来たわけですが，帰固し

て一週lIも過ぎた頃からもう遠い昔のことのような気が

しています。今度行って盤じたことけ，この三，四年の

間に物価がかなり騰って少し，住みにくくなり，またピッ

ピー族の　1槻（シスコのHaiglit・Streetで発禰が物瓢

るように従来のしきたりが乱れて来っっあるということ

でした。ピッピ阿はもともと体制；こ反対して生れたもの

ですが，i現在は金に困って舟を落し店の品物を失敵する

よう加片も川ているようです。この前にけついぞ兇かけ

ソかったものです｝う’1・赤俗号を無視すK）通行人もみかけ

ました。もう一つは烈人a負（概が向．」二して来たことで，

アメリカ1眠の一割］こノ、上を占める彼等が右轍に公園なな

どでも見かけないのかと不思議1こ1思っソこものですが，今

川はいろいろな所で良く見かけ蛍すし，研究溌のグラス

・ウオッシヤーの黒人のお｝O｛　－Esん湘分の泌1三パーティ

ーに皆を呼んだりする｝迂どに；｛u！），、凝惜も生き生きして

いました。しかしnを張りすぎ～！：）きらいがあり，彼等に

対する反感4、あるようでした、，

初めてシ7，・に来洪に1惑想を聞いてみ舳，落ち着

いて静かオ1浪いイ1iだと答えますし，・1燦，京京（三年前

まて住んでいました）や大阪などの大都会に較べたら木

鯉iにそうだと思い詑す。大部分のアメリカ人は変ってい

ないのでしょ：）が，それでも少しずつ変って来ているの

は確かなようで，またこの傾向はアメリカに限った彗｝二で

はないのかも知れません。しかしどのような事があって

も何時までも美しいカリフsytnアてあって欲しいと，

明かるい太陽を思い浮べます。話す言薬や風習に違いは

あっても，人は何処でも同じように弦：びもし悲しみもし

ています。外国から帰って来ると，些細糠固こ拘泥する

のは災につまらないことだと感じますが，月にまで入類

が行ける世の中です。世界の三じ要な指導者をアポロに梁

せて一一週問も月旅行させたら，よほど世界が変って来る

のではないかなどと考えたりしています。

　（築者：いいつか・えいさく，信大助教授，繊維学部

　　　　　共通講座物〕i里）

一会費を納めて下さい一一一

会費は年額500円です。支会扱いの会費に対して

は会費の30％を支会へ活動費としてi交付します。

なお過年度分未納会費も納入下され木会活動が活

溌に出来ますようご協力下さい。
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窪田大作氏（農1回）農学博士となる

　農林省畜産試験場（千葉市）技官の芭B田大作氏はミ産

卵鶏のカルシウムおよびリンの利用および要求量に関す

る研究xNの論文を九州大学農学部に捉出さ2x，44年5月

に同大学から農学博士授与の栄養勧1｝られた。

　同氏は母校旧制の繊維農業科第1回の卒業で，農林省

畜産試験場に就職，同場化学部で家畜飼料の試験研究20

年閲の業績をまとめられたのである。この研究の主要部

分であるミ産卵鶏における無機物代謝および可消化養分

量に関する研究こでは昭和42年度のイ麦藤養鶏学術奨励賞

を受けられた。

　なお今後の御活躍を期筒する次第である。

柳沢幸男氏（農4回）麗…学博士号を受く

　同氏には去る11月12日九州大学農学音｜徽授会に提川中

であった論丈「亜麻の栽培学的並びにd三理学的研究」｝こ

よって，学位号が受与された。同論文の骨子を簡単に紹

介すると次のようである。

　第1輩，亜麻の繊維細胞｝こおける織組学的1σ1究におい

て，生育に伴う繊維細胞の形成過程，とくに，良質な繊

維がいかにして形成されるかを説いた。

第2章，生態鞠考察におし・て・光・湘脇水分等力l

m1麻の生長および繊維細ll包に及ぼす影饗測］i位刑次

特に光と繊維収］｜〕：，土壊水分とセルP一ズ含llt及び，繊

綿i品質｝こついて解明しゾこ。

　第3章，水耕栽培法によりて，i燃の生Wと良質繊ifiif，L

の形成に必要な各稲要素日：御央定したい日にP及び微li1：

要素（Mo）とそれの開係を明ら）かにしゾ㍉

第4章，Fl長効果に関する研究において・ζピー宅ル騨一

ズ鍋1：は灼1条件によって大とズぱ）が・繊維収lll：は減小

することを述べ，繊紘収田：を高め，しかもその品質を何

上する最適なll艮劇11嘘求明した。

　第5惜，亜麻繊維の物洲［｝Wk状に関す《珊1究におい℃

最も要求されるところの強力が大と々1識工1職顕，生宵

条件等を明らかに示し，収1．il：とlll綴との｝ll71：関係1↑ご明郁

に提示した。

　以上の如く，今まて誰も究明しなンう・ったところの・亜

麻繊維の作物生］ll！学的見地ならびに，繊維品質叫ラリ珊的

Il生状まで極めたことは，今後，化学繊維との混用cこよっ

て，益々需要が増してきた植物繊服のノ1湖1に締∫同芯も

のてある。　　　　　　　　　　　（牢，川中茂光）

一養蚕工場の誕生〃

機械化養蚕への出発〃一
弊社が既に完成実用化した自動飼育機械

・壮蚕用自動飼育装置

半自動式……1人10箱担当，協業経営用

金自動式……1人20箱担当，企業経営用
小型個人用…1戸10・－15箱飼育，個人経営用

・稚蚕用自動飼育装置

貯桑室→自動到桑機→ホッパー→コソベアー→

自動給桑機→蚕座まで，一連のコンバイン方式

・稚蚕用簡易給桑機

従来の箔飼い，箱飼いの給桑自動化

・自動調桑機（壮蚕条桑用）

　　　桑葉もぎ取り式太条部除去

・自動大型改良…剖桑機

　　　大型飼育所用，能率3倍以上

eその他各種の飼育機械，器具の受注を

致します。

稚蚕飼育工場

　　愛媛県広見町養蚕農協（本年3月設置）

信大繊維学部，農林省，全養連，各県蚕裳試験場の

ご指導とご推奨を賜わっております（、

e信光技縮限会社
　　　　長野県上田ll∫常入1166（産業髄りlT　Fli）

　　　　TEL上田◎7｜35◎0031　U叉間専川）
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第30回千曲会定期総会記事

　第30回丁曲会定期総会は例年の通り11月23　III勤労感‖‖1

の日午前10時から，母校第1会議室で開かれた。出席者

ぱ27支会から代議員，役員合｝ll’92名，委任状26名であっ

た。

　総会次第，

の

5

開ミのこばと

：［脳：長挨拶

狛誉会長挨拶

、義長選川

｝11告

　一一・般u．、捌li告

　厚生部報告

　動静部報告

　会報部報告

　利用’is報告

　1）、1博夫］：蠣｝：

ノ』、林迎美製劇ll長

白樫侃繊維学｝］ll長

浜欝部盗長

和田敦副議艮

川博火坦齢1

ノ」・lll長雄lll！事

松沢秀ニヨヨ川｝：

Il’川寛灘！｝ll

白井要範理8P：

　　　財聞法人上田繊維科学振興会服告

　　　　　　　　　　　　　　　北条箭ユ1：コ鋼1：

　7）　菅平部分林管理幸［1告　　　　白井嬰範塑醐

6．　議　事

　1）　昭和44年度歳入歳出決鎌：について　（本部提出）

　2）　昭和45年度歳入歳且1予算について　（、糊1提索）

　3）．母校60周印記念事業について　　　（本部提案）

　4）　会員の再就職斡旋事業の商度化の尖現を期せらオ』し

　　　たい　　　　　　　　　　　　　（山陽支会提案）

　5）　会員の動静報告方法の制度化の実現を期せられた

　　　い　　　　　　　　　　　　　　（山陽支会提案）

　6）　千曲会の現行運営の在り1カと会且の年代対策につ

7．懇
　1）

　2、

8．　閉会のことば

いて

賛助会損の推挙について

会員の表彰について

その他

　談

蚕糸教育の改善について

、支会の現状報告

（山陽支会提案）

　　（本部提案）

　　（本部提案）

　総会終了後，∠ド後6時よりささやで懇親会がおこなわ

れた。

　総会討議の概要

　議長選出は理事長一’1壬の動議により東京支会の浜香三1二

氏が議長に，北奥支会の和田敦氏が副謡長に選出された6

級告事項については各部担当理事から詳細な説明があり

議事に入った。

　昭和44年度歳入歳山決算について土屋幾拙理事から説

会 報 ノ］レne，　174　　　（5）

明があり，力沢路三監TS：より麗査報告がなされた。浪案

（1）はii裟通り決」．i三した。

　11召和45年度歳入歳出予扮：についても同じく土屋幾雄理

事から説明があったが，これに関辿して宮城支会から，

老人会員に対する会費免除を行なう優過をしてはどうか

との発言があった。近畿支会，鹿児島支会より会費を40

回完納すれば会費は免除となるので40回完納を進めるべ

きだo　書三たll」陽：支フ£ζカ　1ッ／見fJ∂：）勾三催i5001：1：｜（ノ）£ごヱ‖を800「1ヨ

か］，00〔｝凹にlll’〔」こげしてはどうかという意見があったが

渤年度会費を納入して会費完納する」こうにき空った。本

部▲｝：務のFq滑化Zlごはかるため1服妃ご，北侶久支会，　W

城支ズなどか島人件毅（増額を求めン：［；：・：，　，IJiLが川された。と

りオ．け財源としての会費の納入率を上｝γる工火を求める

声が商かりたが，Ill陽支会から岡支．べで％；施している個

別的な、，費請．k法や会四納入状況の！」ス｜・などがひろう

されて出ll惰皆の71：日な集めた。議；↑．（2）は原Mu，；．〕：但り決定し

たが傭人判の1｝・］額については川；ll会に一・任された。

　母校60周卜記念1↑：については関博ヌこ：Elll　b：力立って，，

25周年や50周イ1三記念ほどに盛人なものとする予定はなく

学校側からの操案に協力する方針であξ・とのホ部の立場

をのべノ：二・勘賊会から’i；：部の説明翻泌る）！『卿り・

1．1樫」ll脹が，（1団S糸！y会と繊維学Sを」FYIで開催す≧1・

予フ；三である。（2覗在（Y都長・：かざられてし・抽臓，引・

上ラi：校長の肖像画（こ並べるため，伊藤肺、；ll部長の肖像画

を作りたい。との2つa：）事項が示され，山L｜5i欲郎顧問

から，蚕糸学会は4月6日か19日までの4n間上田で

開催することに｝戊恒ていil⑱ことなど，くわしい説明がな

された。

　ZF後に入一・　Jて，会』ilの再就職簿方定事業の高度化を期せ

られたい，との提案が山陽支会から出され，本部の厚生

部が行っているこの事業のPRを徹底するため，千曲会

服に何回も広告を出すこと，およびこれに聞する予算を

確立することが要望された。

　会員の動静服告】方法の制度化の実施をはかられたい，

とのllll陽支会からの提案は，死亡報告を徹底させること

を求めたものであり，富城支会から遺族の日，所も名簿に

己域して欲しいとの要望も出された。本部側から死亡通

知は直接千曲会木剖1へ送って欲しいこと，週族の住所を

調べることは川当困難であ著が，次回の名簿作成時に参

考｛こし，〆こい，との1亘1答｝があっ六二。

　千曲会の硯行運営の在り方と会員の年代対策について

これも山陽支会から提案されたものであるが，若い会員

の無関心さ，繊維関連産業以外の分野の人々の断絶を解

消するために克款第1条を改正し，支会長を理事にして

会員全体が役口選挙に疹：画できるようにして欲しいと要

望された。波た千曲会館の新築も提案されたが，北条討
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正副鯉事長より，現実に遠距離の支会長を理Zhlとするこ

とによる理事会運営の困難さ，千曲会館新築は学内敷地

でも差しつかえない様子であることなどの説明がなされ

た。続いてlh陽支会，近畿支会から会員との接触をはか

るため，完金な支会員名簿を次々と支会に配って欲しい

との発言があり，関博夫理事はこれを薔処すること，名

簿を完全にするため各支会の協力を仰ぐことを述べた。

　この他，会員のつながりを深める方法として，県庁の

会，東信午曲教育研究会，農協閲係の会、午和会など，

部門別の会を開くこと，名簿を完全にするため各支会へ

名簿作成用の用紙を送って欲しいとの希塾が出され，本

部も了承した。

　i賛助会損の推挙については本部の関llO夫理事からJlミ逝

講座佐藤弘講師，井ロ雷三管理係長を本会の螢助会貝と

したい旨説明があり，全じゆ螢成を得た。

　会員表彰については岡じく関樽夫巡事が第3回N¢）表

彰と記念品贈呈の候補に福島支会長原田種屯氏並｝こ鹿児

島支会長中山吉二氏と本部の小山よし子さんを推挙し，

全員の拍午のもとに原「］1氏，中山氏には表彰状ヵミ，また

小山さんには記念品が贈呈されヌこ。

　今年は役員の改選がなく，その他の議案も提山されな

かったので，これで議事を終了した。ttのあと蚕糸教育

の改善，支会の現状服告に関して懇談に入った。5時半

全日程を終り第30回本会総会は終了した。6時から市内

ささやで懇親会を開催した。

8，雑　　収　　入

　（1）普逓予金利子

　（2灘　　　　入

9．寄　　　　iSf寸　　　金

　合　　　　計

10，750　19，500

　5，500　　5，120

　5，250　14，380

　］，000　　2，100

2，09呂，5001，99ユ，220

8，750

9，130

1，100

380

11V，280

絹糸の構
造代外

一thノ㌔ゲ．”iAV’イXt／VAノ㌔／b「’7∧ノ“v’tt’irr／it〆tノ㌔’・’杉’r，4XSr／V’t’Vir1－－it，．Alb7」㌔

昭和44年度社団法人千曲会歳入歳出決算書

歳入決算額

歳出決算額

昭和45年度繰越金

　　昭iFLt44年11月23　r｜

金　1，981，220Fi］

金1，801，848円

金　　　179，372FJ

社団法人千曲会理事長　小　林　運　美

歳 出

グ』 　“

1．会　　識　　費

　（1）代歳n旅費

　（2）総会需用費

　（3）役Sl旅費

　ω役員会｛潮1費

2、tl｝務　所　費

　（1）給　　　料

　（2）傭人料
　（3）方k　　　　　　　　望驚

　（4）役員交際費

　（5）賞　　　　与

　（6）備　品　鍛

　（7）消ほ品費

　（8）会費集金費

（9）通信運搬費

（10）雑 呈f

32費費

紺集

業
　報扁　会D　ω翫

2）印　刷　費

3）送

4）諮　用　費

歳 入

項　　　　目

戊．前年度繰越金

2．会　　　　費

3．入　　会　　金

4．基本財産利子
　（1）基本財産利子

（・）橿動姦利禦

日・藷言許使ll罐

6．広　　告　　料

7．名簿売上代

本年度
予算額

170，　OOO

1，127，500

210，000

257，750

136，350

121，400

30，　OOO

56，000

235，500

本年度
決算額

204，15g

l，　118，　lse

203，000

341，340

143，101

198，239

12，700

33，800

46，441

自

34，159

83，590

6，751

76，839

減　備考

9，320

7，000

17，300

122，200

199、059

｛1，113名

　203名

　203名

（2）出　版　　費

（・）斜纏

（4）講演講習諸費

（5）了i斤究ネ甫助至’lt

’（6）調　査　費

（7）表　彰　費

⑧慶　　弔　　費

貸付信託　4基本財産施設費

本年度
．ヨ亘雛［

305，000

130，000

30，〔｝OO

110，　OOO

35ハ0（［0

463，100

240，　OOO

19，　ooo

110，00〔｝

15，000

　　100

　5，000

17，000

16，500

　　　　　（1）備　品　　費
電話債券
　　　　　（2｝管　理　費

13件

名簿発行
費繰入金

㈲光熱フk費

（4）公租公課

21，500

2⑪，ooO

禾年度
、り瓢：迎

228，870

101，680

17，780

74，S40

34；570

397，512

240，0（）（，

29，930

54，910

　7，770

　800
8，376

15，510

23，　056

17，160

㌫：霊；㌫

　5，500　　5，176

309，400336，500

208，000177，093

15，000　47，565

100

50，000

15，000

5，⑪00

18，000

15，500

15，　OOO

r，O，ooo

12，000

15，000

g，OOO

14，000

30，　OOO

13，680

5，000

20，200

16，100

23，　000

41，754

2，　OOO

13，　867

11，930

1，556

17，814

28，434

‘27，100

9，957

32，565

駕

76，130

28，320

12レ221｝

35，コ6｛〕

　43（）

65．588

2，200

　600

8，000

55，090

7，230

　100
4，　200

8，624

　990

2，　840

324

備労

48名

56㍍

紺：記給杓

会服作鑑

1陥

λ‖

入訟話乎書2記料

藤員☆費

Na170t－v

　173号
30，90741篇l
　　　i宛．｛，｝カ＿

　　　ド，封筒

　100

i20，000

h，　320

15，930　1，9301

ぽ識興
1

3・倍衷概

　　8，2461
1’9：1’1：匡∴蕊

　i　　噛
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5．厚生部活動費121，300
　　］；廓あE｝舌軍戊」ξ口芒121，300

6．i』！i本財産造成費210，000

7パ．費納入交i’i」’金270，600

8．予　　備　　費22，00（）

　儂〒　　　　　　　　　　　lil・　　　2，008，50n

37，760

37，760

203，000

218，638

1，go］，849

83，540

83，540

7，　OOO

51，962

22，000

296，652

就職斡旋
活動費．

203・名

40支会

　　　　　　　　　　　　　　－昭和44年度基本財産状況

　　」㍑　　本

［’1！il　t，｛三資庄

　不　動競

　　　二じ　　地

　　　建　　物

流　　）J資産

　三1、［本金

　　　・…　般
　　　基本金

　　　厚A．部
　　　活動資金

　☆　　　計

財　　EI

1，114，600川

1，：114，600

　563，5［50

　r）　r）　1．　，050

3，726，574

3，726．［i74

1，992，489

1，734，085

4，841，174

状本財灘保竹＞1／1況

長野県北佐久川1御代川町ノV
f”j“：flり：iPt””｝i　lfij厚i（11　90）35

2，188Sl三ノノ元｛k

41．3平方米

；饗fF‖1t〔1？イ～」’k，i　1、1：830，0001（i

　菱イ1＿1　‘∫　E　；金r Sjgk　f‘＿1　 〔　i三　　　17
，　

304　
｜｜　1

電儲じ話債券（：額面129フ」）

　　　　　　1，145，185111」
’ト昆fぽ見［II両イt疑券　（宮日∬11］．83：ノ∫）

　　　　　　1，734，0851lj

収　入

　頂　　u．

袖　助　金

広　告　料

名鑓iiた却代

千曲会員名簿発行費報告

利

合　計

占
》一ゴ

250，00（、｝

816，00〔｝

750，000

子　　1，000

　1，817，000

収入額

281，346

857，180

522，570

　7，160

1，668，256

脱士

｝31β妬

141，、8。

6．160

227，430

1｛tg，744

　備　　捗

一一ﾊ会計より
補助t；r

l蘭会祉広告判

売却数109⑪
未岳内数　　102

笥：　ll曽　　338

在暦数　44f｝

支　出

顎　III

葡ii集　費

印　刷　費

逓信連搬費

広告募集
乎　数料

消ほ品費

一般会消・
繰　入　金

合　計

予算額

1．OO，OOO

膓125，000

支出額

116，460

1，　1　2・　o，　oo　o

増　　蛾　　備　　考

…，…189，48・

21ti，OOO

66，000

202，000

1，S17，000

222，260

25，115

46，44工

1，619，756

16，46｛｝

8，260

5，　OOO

20，520

40，885

155，559

197．244
　　　t

傭人料

：1970戊冊B5Ar£

539頁

切乎，電話利
10，080「i］

辻i事179，4001」：1

広告募集乎数
料

封筒，包装，

文具殴

在庫名簿売却
’充≧【］予定

ll又支残i｝、i48，5

00ド」レま～欠イF’、

繰越

会 艮幸
ノt！ら．　174　　　　（7）

　　　昭和44年度千曲会菅平部分林管理費報告

1　杁103・4311：f，1支、lll（；，・0801il残n　97，351［q

　　　　昭和45年度通常会計歳入歳出予算額

歳入予算額　2，296，30〔｝円　　歳出予算額　2，296，300円

宏弓1残高r　な　し

　財団法人上田繊維科学振興会43年度歳入歳出決算額

歳入　353，6101：｜1　歳出　289，725「「1　残商　63，885「i・1

　財団法人上田繊維科学振興会脂年度歳入歳出予算額

旋入　341，］70「iT　歳出　341，170川　　残商　lgし

　　　　第30回社団法人千曲会総会出席者

　　　　　　　　　　　　　　　（川貞序不岡，敬祢略）

　　川’hぷ小林迎奨　　11Xミ艮　白樫侃学音‖五

北　［A・L和川　敦　　　　官1戊　ILIイこ友之丞

山　形　前1日雅弘，斉藤｝蔵

福　島　ll川耐n　　　淡　城　綿く衛

栃　本　｝1ドド嘉光

群　川　ll崎武釆，ノ」・平　虜

干　瀧　影山省　こ

東京小林運栄，浜・百三，9妹昭，斉榔艮臣

　　　　中勘腔男

刊瞭川　伊胸｝、，Z申立均

；lli川　剤ll　8…li次

北佐久　大山融，小川俊吾

南佐久　松永宵治，前島Yli匝1：

上小蒲生俊興1母袋忠右・L門，｛川廊1〔一，獅削1巳

　　　　日川フi三次エ斐1；・凹f｛映，北条苦｝IE，川川博，山締

　　　　嘗紙山崎舟，竹川寛，小山長雄，土屋幾雄，

　　　　1川い・行，川中茂光，矢互訟尺消允，松沢秀二，

　　　　小林勝’柳沢接男，松尾卓見，笠原義人，平川

　　　　沽・・押金建翫坂rピ1∫二．；，武井隆三ミ，島田潤

　　　　一”久保田昌人・島田林助，槌沢逮夫，桜井善

　　　　雄，遠藤恒久，白井芒E芳，小笠原真次，島崎昭

　　　　・典・武f田三男，芙斉潟｛利ii［1，閲1：1定，篠原昭，

　　　　村上莉・・清水滉，小山よレ1二，宮本聡一一一・・，茅

　　　　野功・井沢．．，：．パ‘r島二郎，倉沢秀…，竹内彦

　　　　保，1圧li証u・三一，林貞り1，窪田巌，白井要範

更　埴　金野巌保

北　信　宮崎秋雄，冨沢孝雄

安筑永井千治1舞沢蜘ζi，大久保孝＿

諏　訪　小松忠宰　　　　竜　川　Iil予1：］新太郎

愛知金井賢太郎，「［附義隆，稲垣文…郎，小山田峻

三　：槍　鈴木」じ悟　　　　近　畿　林　不瞼

京　滋　富沢　岬　　　　兵　月｛鈴木玄プL

三：丹　金井　保　　　　山　陽　ill：野村一雄

鹿児島　中山吉二：二
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　　健康増進と老化予防

　　　　　　　　久保田愚人たことを，誇りとしている。60代｝お

の入院鰍者で，無繊災とは・・いえ肱を問わず・4・牲i脚，と堰膚

ない．然し，55才から5細1｝垣硫に・老化三懸洲1・蹴・し蹴どがで

の創始した健康法の実揃こより，他のき・卵禿げたりぷi髪捌く綜順

追従酬さぬ抜群の健Pt｛’riりに∫鋤し向である・皮rMの咽肝防姻・鋼1｛

的な栄鷲の摂取と皮膚α1刺激による鍛

私は，母校卒業以来，50ケ年に垂ん薬局調製の駆虫剤二服飲んだだけと安練以外に方法ないと思う・・

として7幟の老境に入。たが，今のと心していた矢先，70才にτ仁った一一・ll甑榔誠綱鍛細1とぽ・湘qび：眺

ころ，大し瀦化現軸なく，歳を忘チ。ットした油断から卿邪剖1き，康肺熔ハウザーの］酬レζい礁気

れ磯を雛ず，姓剛康法｛旨戦計入，九胞・蹴をt［・｜し，朔ほど浴（淵lcの嚇鰍で脳）のIUI！・酬

指圧治療に働出蜘ヨ信赫る．私入臨馴の汀t癬翻・たのは，）洞1国吃吐へ絨⑰柘1ξ’醐隠引」

の醐会員たるテ・ピド〃噛継’ Pあ。た。　　　　　1鯛鋼鰍瀦評1㌧幅礼繍：
二医胴，触の中で溺位の個llで今制隙・1・，脚）徽組ぽ・眺冷ンk劇新している・間脚・一　£朝へ

は，縦け蹴さと臨鯛・］r撤見た剖：綱・1撚保幽脹蹴病1撚卿・・1ゾ；；シじ1’1ト幟’聰擦して・：剖限

ことがないといわれた。このB’1悶も過率男医博に，」‘L圧を測っていただいた刺激㍑∫」・♪1’・ている故為か’白くlV’，1：　tl，，

却力年甑剛の創案｝こよる醐融民ろ，織i14（）浪低90，豚1㈱・72，ず・禿げもしない批nノ‘1恥パ・痢

実行の賜ものと思い，12才の少年の気長寿疑いなしとの折紙をつけて下すっ　の皮膚と氾聚の若さに｝1嚇い‘「Cいる。

塊で，今後60年以上頑張り抜き，日本たn忍は，1ωほ豚博とも，2｛〕刷鷲机よ，永イFに曙波膚の鍛練¢切IPか

の最高齢者になろうとの夢をもっていりない。　　　　　　　　　　　顕われ，皮膚にしみいぐず，今し’1さ：に

る。　　　　　　　　　　　　◇老化の順序として昔から，人日に瞼ろ，顔にも1敗が出ないL，底先｛，の小

　宰い，次男は医nil｛とな鵬甥二人医炎されている，歯の方は，私は木年一・左色ロ）皮膚の持虫Lごあ考1・。

師がおり，フ仁醐となれば，天下の部入拘にしただ｝ナで，大した不則はご私μ・徽飢7・るWミ拙翁白瀦

名医の診断治療綬けられ醐遇；こあ感肱い。鰍，強度の近眼であるが釧i灘いじ厚柵ぱ・｛川悟1搬

る。　　　　’　　　20代の測蹴をかけたま紀継親職σ加・獲士であるが，法堀ぼ・w却る
◇尊敬する先聯背兄の中にも，大分物みlb・きができる。灯こどうやら1！kのソ∫し，九州辺1乞平気効栢される四）嘱

i賭が多くなり，刊姶報へθ）寄繍キぷ原益軒の惣1こ訓の巡繍でもなく

ほ，戸倉入迷氏だけのような気がし淋20年前と大して聚り1もない。

しくてならない。兎角，齢をとると，

読書や文章を書くことを億却がる向が　硬軟｝こより，測fi三できゐように思う。

であ～1’o

　－一一松先1三は，永年に，tLり・；私と同れi

◇この他，老化現象は，首，IF｛，腰のに乾いたへちまの摩擦と冷ノ1こ摩擦と癒

美三1∫されておる度ことて，どう見℃も

多v，が，私は，頭の老化干防と運動と齢の姉∫酬溺㍉・繊康と州械反70才ソt・・’・”・で踊山1胱’1噺賠｛・

思い，努めて読書，習宇，摺ミ稿1捲を応とかいわれている病気の前駆症状はて皮1聞の鍛練が，IXtll“∫に健康，長海に

することにしている。千曲会報にも数首筋が張ったり，肩がこったり，腰が効果あるかが」こく判るcs恐1三パ，il；

回寄稿したし，1三体老友漸聞，老・u：の蒲く・脚が・／’E　｝1）〈｝1已たり・幌齢生1よ・膝屈指の蹴・にン蒙ドル：L　，・：．

友にも再三健康法について剛i箕されたえるようになるの）b“1通例である・5僻と騨艇cあE5　e

ので，健康法に付き創当から多数の照を過ぎて，特にそCり傾向が著しくなる　く〉臓痛という，指先で押せば，｛：翻．体

会があって嬉しい悲鳴をあげる位であようである。これも結局・麟を中心にでない限り・必ず・寵いll肋川け・｝E癌

る。　　　　　　　　　　　　　　存在する重要器官の消化器官，性腺，　点があ～fl。最三止は，門洋［汽・1も駁ぷi

◇祝白として「休育の日」が制定され肪胱，腎臓，副腎などに，何等力・の故点を丘要視するように｝1い沈か，、1溌

国の機関，体力つくり国民会議力沖心障が出ていκ・と思ってよいではあるま1矧ぎ・では昔か励三蒲・・磁ぽぴっ

となって，相当額の予算を計上し，国いか。これ等の故障を除ざ，柔軟で弾鍼，灸などの治療に当ってい｝’二

民の体位の向上と休力増強させるよう　力性のある休にするには・日然治癒力　　圧痛ノ！淀除くには，撫婿磁志17川卜

全国市町村に呼びかけてv・ることは，の旧三盛な医薬のみ・珊らず・健康灘三問怠£・ず実行Lて将頭，E；？t，鄭ll’・．，1

周知め通りである。今のところ笛吹け行が，最艮の方法と，私の過去の体験ll夏，脚の運動の他，7〔｝才恋契撹に，㍑

ども踊らずの感あるは，皮相の見方だから断言出来る。　　　　　　　　　〔1実f『している左記の硲尿c7：止パ運初

ろうか。　　　　　　　　　　　　◇皮膚は，呼吸を営む重要嵩｝官で・内　を・朝1｝9tlmiの前〕液就眠〔’揃・十1’川

◇私は，既往に於て，リウマチ性関節臓の鏡といわれ，皮膚の色の」込否によ　位すれば，効瑳～顕苦てジ㍉∴：品』∴、二

炎で二回蛭炎で剤，舎せて三恒｜り・健否が判定でit’t・’11，と思う・一般に忙し・いノ・で㌔札側’泊1瓢・ぴ
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の上の時閥を割愛出来るのではあるま（4）あおむけに寝る、，

いか。この運励だけでも，前日の疲れ

はとれ，スタミナのあろ休になξ）こと

は確実である・。

　　寝床の上の運動の要1薮

ω寝床の上で普逓のあぐらをかぐ，

　◎首の運動

　首を前後に屈げる

　首を左右に屈げる

　首を左オ∫｛こげ日｝ナる

　首を左1右に廻わす

⑰腕，府の運動

10回

10回

10何

ヱ0阿

O両乎で交フ「1に両lll∫肘を握り，左右

に動かす 30回

　　（この時はなるべく体をねじ～、，よ

　　うに一」『る）

　Ol司じ姿Szでth　“’rに動かす　30「珂

　　（この時はなるべく激しくlk＃，：・・動

　　かす）

（2）普通のあぐらを，座禅のあぐらにく

　みかえる。

　◎腰，脚の運動

　（：）上半身を左膝に・，くように屈げる

　　　　　　　　　　　　　　　　　たら俺がもつ，なんて云われりやなお

　○両手で両膝をかかえる。少し反動いイシイ（石井征夫），メートルあが

　　をつけて起き上る運動　　10回　　ればアラキ（荒木守雄）もち良い。夢

　○両膝を立てる。両膝を揃えて片ツノを見るよな心拘…ち，だけどせまい日本

　　に倒す。下になった方の膝は寝床にや住みあきた。行きましょ世界の涯

　　につかなけれe・・こEいけない・（この：llでも・どうせ行くならi．・1’dPtftへ，日本

　　時両餉顕床から離さV・）・aとが理男了の心意気。アオし・ヌマ嚇沼先生）

　　想Fl勺）　この戊里i助　　　　　　10「i1　　にはミドトガメ，≦豊に二｝まマルヤマ（メL

　O殉p，両足を合せる。乎，足を一山栄）お月様，見波す限りの大81園で

　　緒に伸ばす運動　　　　　10剛　　イシカワ（石川先生）ばちかの男の勝

　　（この時爾千は胸部，1’ilii足ば上半負，丸Ll」さんの御健斗祝って祈ったっ

　　身α）前で合せ・努めて元気よく仲づり方・あまり長いはお耳の毒よ，そ

　　ばすことが理想的）　　　　　　れでは芒こらでアオシマGぷ｝二良｜S）

　○寝床の上に座って，その党士上半し、だ」

　　身を後に倒すu5・6秒で起き上　　すっきりと落込んだ1憤ξに紅黛ロ，太

　　る。　　　　　　　　　　　　　郎山の映える11月8日ブラジル製糸業

　　（この時は膝の上らぬようにする「界で活躍中の丸山（栄〕君の一i数年ぶ

　　のヵ珊1想的）　　　　　　　　りの劇1を槻迎して学糸3回生の岡級

（5膿床の上で立も膝の姿勢になる。　　会を上田市一．鉗こ見下す静観荘に於い

　○両乎の握り拳で，両万，麟の後の　て開催した。

　1碍臓」二（　r．カ∫好）腓（τ）一ド（ニカ戸斤）

　を50∬ilな1：，　i・くくり重いくn「1く。

O右の姿勢で深呼吸を3回する。

次にオ∫膝につくよう1・1こ屈げる，左以上で運動は終る。

　　右交1∫：に静かに行う　　　10回

（3）あぐらをとき両足裏を合せ，上半阯

　に近づけるζ両膝力ll床の上につく

ようにする）

○右の姿勢で上半身を寝1宋σ）上につ

　ける運動　　　　　　　　　10回

○両脚を前方に揃ジこて伸ばし，頭を

　両膝につける屈仲運動

　　　　　　　　　表，裏20回宛

　脚の表側は静肢が通っているので

　両乎で足・先から大腿lf［；に向ってこ

　すり上げるようにする（1求心的）

　脚の裏側は動豚が通っているので

　大腿部からre先へこすり．ドげるよ

　うにする（遠心的）

　脚をできるだけ左右に拡げる（蒲

　団の両端に足先がつくイ、股までが理

想的）

　突然の催しのため，参加：t’｜は目頭の

つづり方に読み込窯れた3先生を合め

て10名であったが，同級生金日が遊絡

を呉れ・申には卒業」こλ来はじめて連絡

C鰹flくぼたまさと，蚕7，久保がついたものもあった。

コ］式健康法普及会長）

在ブラジル丸山栄君を迎えて

「今日は楽しいウチダ（内田先生）

　石川先坐の訓辞と丸LLIのヅラジル生

活現況報告が済み，東日本学生落語界

のチャンピオン信濃善光師匠が出演す

るに及んで雰囲気は急転，学生時代の

コンパに原iった。IM席者名読み込みの

丸山観迎のつづり方に続いておいうけ

まじりの小噺を一一席伺って座を爆笑さ

せたあと卒業以来十数年の年月と授業

料をかけた珍芸，珍声が飛び出し，大

広llllもたった10人で割れんばかり。感

激家の丸山は「オレはもう夢のようだ」

と酔った顔を益々赤くして，ブラジル

の性生活のあり方まで発表する有様。

そしてブラジル土産の蝶の翅だけで描

き出された息を呑むような美し．い模様

両が披露された。

　朝鮮動乱終結後の当時の就職難に動

○足首を引くような鮒℃畔膓控けのイ剛蹴剛窓会・タケイ（武井揺していた鞠ま製綱鞠、不鑓

撚につける・次に謝1ぶに肌運伍一）会費を払・ても・・ツダ（畑感じつつただ撚と櫟してしま。た

脆する　　　　恒雄）鋪して唱・てもぽのイ欄はが吟ここ1・見砿諮賑ぶりはど
　　　　鋤：2°［，！．1　C，できれば・°回）なつ札い・・ンナカ（田中宰男）・うであろう．こ砿蜘をよそ｝。牲
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時代の癖を丸出しにして，教職にある　　同級生だけ残って猶，話もつきやら

ものは学生運動にらいて先生ブ元に識論ず，さりとて二次会には時既に遅く，

をぶち，技術蜘ま獅股もち・6・けていやむを得ず宿の・｜醐より冷酒一升譲り

る。そしてその合い間にお酒の追加の　受け軍座となって＝ップ酒となった。

催促である。徳利が50本余り倒れてま

たたくまに5時間が経過し深刀1に及ん企業家と大々の：’t：場｝う・ら社釧犬勢から

　今回の岡級会ぱ…一洞γ」：心花北しt’「」

楽しみ十数年の聞隔着1レ・っさよに取り

戻し，又出IIWII｜来なンう⇒た：ものも心叱1ゴ

寄せ合ゲて1金日〕獅aし丸山在肱川て

　　　　　　　　　　　　　　　　しかし今度はじっくりと技術鎌，教職呉れたパ側目二して邸1搬生4：日の1肖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　息た知り，これほどやり［ll墾のある川

で女叩たちがうろうろしはじめたので始バ国∫11［澗題，就耶：訓題C就脱括2こ舵こはなかったと，1二θ闇びる1千曲∫㌦

万才とお手を捌ぽ）ひと〆で名残り惜え，やがて油もバき果て矧ミ1．こついた糧¢噴lncノ紙汕制1川｛．㌣1《踏寸る次

しく一応散会。「　　　　　　　tt時には鶏が1噺fきはじめていた・　　　祐　　　　　ω：責11鴇・」UD

財団法人上田繊維科学振興会

　　　　　　　研究助成希望者募集

第9回振興会助成金交伺’椴踏在次の要領’ご募集すら：t・

　①応募者は5月10nまてに振興鯉1！事長あて1・1川1：書

　　　を提出すること。』

　⑨　応募者は個人または協剛lll究とし、ある程度の戚

　　　果を得ているものとする。

　③　研究助成金交付は研究助成塗じt会において選膓i三す

　　　る。

　④　印請裂1：は本会あて申し込めぱ送lfi・Sする。若い帰の

　　　研究員の応募を希望す～J。

ww
会員名簿お求め下さい

　　叩曲☆王協簿∬in｛：つい川」，ご㍍111hぽ胆；1．・婦‖

　礼IPし上げます。・翫史舗∫河じ況けi削1》ご注：幻｛茜

　入いただき寵し．たが残都があ（ぱ一，｜4か｝：：，∫．ttは：1，

　冊必ずお求めご利用下さい，，

　　1川｝600「1：1（送料を含む）

　　イnし．二’臼lll〈餐窓1：川度し、0ぱ島《討」：1戊川　5｛，（）111

　　休裁B5版横紐1ドk　率年別，支《：別，職域別

　　　　　　　　　　　　社団法人千曲会動静部

、vAvN－v－vwwwwwwvv

新増沢の蚕糸機械

蚕糸機械器具製造販売

新増沢工業株式会社

取締役社長　宮坂美寿雄

：本　　社　　長里予県岡谷TFiカロ茂田∫一丁目2番5号

営業所　東京都台東区上野七丁目11番6号

の

井ew工業株式会社

本社工場

第2工場

長野県岡谷市銀座2丁匿口2－－18

電話ffsl’1谷（02662）③3288　（fit；塾三）

長野県岡谷市加茂町4丁日3－5

電話1遡雀｝（02662）　②4668
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運筐鍵藥婁灘鷲
　養蚕獄械化の現状と問題点

　　　　　　　　　　　　　田中茂光

　このあと学内農場の見学があって，

別所温泉花屋ホテルに宿泊，翌日は青

木村農蚕共同飼育所，上田市の笠原工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城支会だより
　菅平や烏帽子には白雪が輝き，空は

青い。これほど樹木や敷地の空間がコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和44年7月20日には・茨城支会と

ンクリート建物の白やベージュと良く　　　　　　　　　　　　　　　　　　してはかつてはな一V・感激的な集いが開

調和している学園も珍らしい。都会の　　　　　　　　　　　　　　　　　かれfgのであります・そのあらましを

積み木細工のような校舎に比べ，何と　田駅で解散した。12大学の農場関係者次に紹介しておきます。

ここは美しいことか。時おり，近くの40名が参会し，地区の会合として実に即ち今回勲三等旭日中綬章を受けられ

小中学生が先生に引卒されて写生に来盛会であった。　　　　　　　　　　　た蒲生先生御夫妻が・先生の御郷里で

ている姿をみかける。また地面に雪は

ない。

　昨年全国に流行した学園紛争は，こ

の上田にも波及して，一時は校舎封鎖

　　　　　　　　　　　　　　　　　ある龍ケ崎市に墓参においでになられ
　45年度繊維学部学生募集要項
　　　　　　　　　　　　　　　　　た折，水戸に立寄られたので，私共お

今年の入学試験は3月23日，24日の迎えすることができたのであります，

2日間行なわれる。募集人員は，繊維先生も又奥さんもお歳とは思えぬ若≒

のきざしもみられたが，教職員，学生農学科30名，繊維工学科50名・繊維工　しさで快活にお話されるので・本当に

の適切な行動により未然に防ぐことが業化学科45名，繊維機械学科50名・繊楽しく愉快に懇談できたことをうれし

できた。今はもっと基本的な問題であ維化学工学科40名で，試験場は信州大　く思いました・

る教科内容改善について，教官と学生学繊維学部（長野県上田市常入）で行

とが真面Hにとり組み，歩みこそ遅い

が着実な成果をあげつつある。

　夏以来，これといたっ行事もなかっ

たが，恒例の学部祭は10月31日から11

月4［までの5日1翫にわたって開催さ

れ，今年は企画の成功により学生の動

員数も多かったようである。その他の

う。なお出願期Elは2月12日から2月

21日までである。

大学院繊維学研究科（修士

課程）第2次学生募集要項

の糠㌶灘㌶膿購
学部対抗等のスポーツ大会は，今年当　繊維工学5名，繊維工学化学4名，繊

番校てないため上田では行なわれず，

昨秋は全般に静かであった。

関東甲信越大学農場

　　　　　研究集会開催さる

　全国大学農場協議会の地域部会であ

る関東甲信越大学農場協議会の昭和44

年度総会並に第26回研究集会が去る6

月13，14日の両n，母校付属農場にお

いて開催された。総会（会長菊地正仁

維機械学4名，繊維化学工学6名で，

灘

　叉一方前茨城支会の会長を三十年以

上に亘って勤められた名会長の令名高

宇都宮大学付属農場長）は旧年度の事心な討論がくりひろげられました。午

業・会計服告と新年度の事業計画，予後は総会にひき続き，特別講演として溢りの時期で何かと御忙しい時でもあ

算を議し，特別講演として「欧米の農蝶理株式会社繊維開発室長川崎健太郎　った。それに加えて三十二度の猛暑の

場教育」と題して明治大学の小宮書之　博士が「明日の衣生活と衣服を探る」　日でもあったがよく万障を排して御来

助教授の視察談があり，研究集会では　と題して講演されました。織物物性か会下された会員の皆様には心から感謝

下記の発表があった。　　　　　　　らマーケツテングリサーチにわたる豊を申し上げる次第であります。

　人為倍数性桑樹の育成と実用性　　富な知識と手法を駆使して衣服の発展　　母校も時代の進運と共に発展的改革

　　　　　　　　　　　　　関博夫の方向を示され，聴衆に深い感銘を与が行われるようでありますが，その改

　くるみの栽培と収益性　　町田　博えました。　　　　　　　　　　　　革が建学の精神をふみはずすやに見受

出願期間は2月16日から3月5日であい船後勇平氏も今回の恩賞にあずかり

る。学力試験等日時は3月12日で信州勲四等瑞宝章を授与されました。これ

大学繊維学部構内で行う。　　　　　　又お目出たい限りであるからこの機会

　　　　　　　　　　　　　　　　　に船後氏の御祝いも致すべく氏の御出
　　　　繊維機械学会開かる
　　　　　　　　　　　　　　　　　席を御願い致したのであります。　C千

　去る12月6日，日本繊維機械学会信葉市稲毛海岸在住）同窓の有志一堂に

越支部総会並びに講演会が本学に於て　会し大いに語り和気あいあいたる集り

開催されました。　　　　　　　　　を得たことは特筆すべきものであった

　午前中は内外の研究発表が行われ熱ことと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　又御中元の季節でもあって諸事の〆
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けられる節もあるので一本会の名にの更けるの蜘らない1呈の盛会であ・だ珊気の総会とな・たぷ［の生一才こ

於いて畷の改革には更に樋を期した．鶴畦平大先輩は立派な漢詩を披鰍の夜長にくめども尺ず・1次む程に

鰭をつくすよう一層の努力を切望す馳・，ま酷い人達賦賦士⑳ll酔う程に難生の元舗歌・校部ミ・上

蝋励識調校に送・て・の有蕊いなどと盛り沢山類とな・た・　田名物パッパまて飛び肌・劇まつき

な会合の幕を閉じた次第であります。

　当日の出席次の通りです。

前沢（蚕14），｜」」田（紡11），力1］藤（蚕

19），　／rfi’「勺　（蚕19），　堀Jll（蚕20），　生

天目（蚕25），谷沢（蚕26），塩入（蚕

　集った人達は寄せ書きにあるとおり

の多数であった。

兵庫支会だより

六甲おろしもやや膚寒さを覚える11

30），米川（蚕33），影山（蚕33），永月14日港都ll｝1戸市内の清月荘で，恒例

井（化4），大工原（蚕36），小原（糸　の支会総会が開催された。

37），上野（学蚕1），伝田（学蚕3），

土井（学蚕3）　　　　（前沢康雄記）

凄鷲．欝．

欝繋雛

　薩　灘㈱

愁塞鵜萄ぶ灘嘉

据縁器義㌘灘
蜂菅璽難饗鯵噌オ婁弥嚢薦露鵜磯済蔭凶硲鑑

　岩本支会長の挨拶に始まり，経過報

告，会計報告などが行なわれ，遠路は

るばる四国松山での学会の帰途を本部

よりご出席頂いた田中茂光先生の千曲

会ならびに母校の近況，蚕糸教育の問

題点などのお話をお聞きした。次に本

　　　．ぷ霞讐熈二㌶㌶誘

　　　　　　出に当ったが，全員留任ということに

雲　　　　　’なり万場…致で承1認された（支会長：

’t”i己　ユV　岩本賢次（神戸糸検）副会長：佐藤正

磯㊦・4㎏明（筒井商店），小山諺（神栄），幹

中×⇒　　事1木村正美（鐘繊），里憲郎（三菱商

　　　Sr　　事），宮入治男（神戸糸取），丸田節男

　　　　寺’

なかったが，大塚先一liの音頭で母校，

兵庫支会の発展を祈った万才により一

応閉宴した次第てあった。　（石井記）

蓮も竃㌶鶯
、騰鷲　

北信支会開催される

昭禾1144年11月21日，長野市あさひ荘

（神戸糸検），石井昭衛（同）。また本部　において北信支会が開催され，本部よ

総会出席代議員に鈴木玄九氏を選出し　り竹団寛理事が出席した。北信の各地

続いて宴会に入り賑やかな談笑の内にの各職場から40数名の出席者があり，

も支会のあり方，本会の提出議題につ　しかも若い人達が多く集って極めて盛

いて意見の交換があり，また支会総会会裡になごやかな同窓会が行われ非常

にっいていかにして若い人達の出席を　に有意義であった。その際，新役員に

、，　　舷璽促すか会費納入の促進ヌ寸策なども論次・琳灘出嗣・た・

　　　　　　　厳議され，支会としてもこれらの意見を　　会　長

S　　罐奉今後の運営に＋頒映レセいと考えて鹸長

　昭和44年11月12日，甲府市において

山梨支会が間催された。ちょうど当日

は，日本蚕糸学会中部支部の第22回研明君（日本製麻）を始めとし，小島吉

究発表会が甲府市において開かれた日　男（日本農薬），伊藤克章（H本スピン

の夜であった。それで母校から多数の　ドル），熊木昭君（グンゼ塚口2などの

教官が出席している好時期であったの　若手にも参集頂き，更に吉田まち子さ

で，多数の先生方がご招待を受け，各ん（旧姓小林，神戸糸検）が紅一点と

々かくし芸やら得意の歌披露があり夜　して出席され，和気満々一層やわらい

　　　　　　　　弘（鐘繊），滋野文雄（蚕糸事業団）等

　　　　　　　　の先輩諸兄を始め，旧職員の奥正己先

　　　　　　　　生（神戸学院大），また44年度卒の山田

評議員

代議貝

事務局

荒井

川合

岡田

中村

水野

戸田

水口

山崎

柄沢

原

宮沢

　猛（糸12ノ

久午（紡19）

量ム｛fi　（蚕25ノ

正義（紡19）

裕貞（糸32ノ

正行（農1，）

到ミ上ff三　（蚕28）

千春（i蚕30ノ

富雄　（妾ミ16ノ

万平（蚕29）

孝雄（農1）

東　京　千　曲　会

昭和44年度東京千曲会の総会は1Yl
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21日有楽町の蚕糸会館内で開かれた。　数年i変らない。　　　　　　　　　　あるとすれば，同じような気持ちを持

小林運美会長の挨拶につづいて，坂口　仕事に追われ，生活やレジャーに追つ者が多勢集っ蠕舌し合うことも意義

育三先生の挨拶と母校の近況報告があ、われて他人のことなど考えないのが東のあることであろう。

り，事務および会計の湿告および承認京人の特徴だそうだ。私のように郷里　　本会はこのような趣旨のもとで東儒

があって識事に入った。母校60周年記が上田にあって年に1～2回母校を訪地区の同窓教職員が毎年集って曲りな

念事業および繊維麗学科存刷Hl題が議れ教えを乞うているのは別として，卒　りにもその1三1的＆tr・・iif：してきた。

題にのぼり，／／：　？hに存続問思には6旛1‖諜し就職してしまえば・惇校に何の悶　オc年は11月15日（土）に会玉ユが千曲

が洲騰した。議論けつきることなく，　係もなくなる人も大勢いるようにみえ会lli］｝こ集設り・母校松尾卓見先生のご

ついに中途で描切り懇親奈に移行し．る。　　　　　　　案内によりはず納の近代Sl勺な研究

た。　　　　　　　　　　　　　ある支会で※庭在剛って会費在集め内絆の・一・・端煮1見■。提場の関博夫先生

　出艦！糊：1卸11から参加した人屯あって成果をあげているそうであるが，東ヲ酒1悔倍数休i箔晶菰の有成と利用，機

て48名であ｝；、　n・、〕げ〔1己紹介からはじ京でこんなことをしたらにべもなく断械化勤迦8斐を皮切りに，繊維ユ1業化

められ，山木出三郎（火9・MiE　7）火られ・たちまちお巡りさんに追われる学一〉繊維ユ：学→繊維化学工学一ン繊維機

先難の雛で，京京千曲会山本の署名と　身となることは摺健いない。　　　　械，と斯界の第1線スタッフのt，11，：ヵ・な

と：もに全猷が色紙にi言己’Mした。酒も肴　　とに角，京京千曲会は大きすぎる。　研究に日を臆る。戦前に卒業した者達

も幹事のηこ乎ぎわから粗末ではあった母校も創立60周年を迎えるという。会にとっては，いわゆるサンセン時代と

が7時から8時半ごろまで歓談し，そ員の年齢幅もそれだけ広まるわけで，　は全く苗1日を一i新した姿に，旧い頭で

の後は，Li：：：’；，圧，ぱ∫志を集めて騒音と　晋若による考え方の相違，制鹿の新旧は説明にfoUowすることさえできない

スモヅグθ）有楽町界隈’・と消えていっによる断層も深まってくる。三洛摩支有様。総会行事は30分ですまし，母校

たn士た10名近くは9時半すぎまで坂会を作るとか，蚕糸あるいは紡化支会会田源作教授による繊維袈掌科の問題

1；；先艦を囲み積ζ⊃話に花を咲かせた。

附・凍京千山会考

　誇り高き先輩が名づけたのであろう

千曲会京京支会とはいわずに東京午曲

会という。43年11月発行の名簿で拾っ

てみると日木の縮図さながら10パーセ

を作るなど地城とか職域などによる分

け方も検討されてよいのではないか。

　また会費も40年もの長期にせずもっ

と短期で終了すること，できれば一括

払いの安いプ∫法もあってよいのではな

カ、ろうrJ・e

　返送された案内状を整理しながら考

えるこの頃である。

　　　　　　　久保田重良（学蚕5）

東償千曲教育研究会総会の記

　千曲会のお膝下に居ながら，わりあ

い母校や千曲会のことに無関心で，ど

りちかというと視野も狭く，自ら門戸来賓一会田源作先生，闘博爽先生，

を閉ざしているのが我々東信地区の小　　　　松尾卓見先生，竹内善吾氏。

中高の学校に勤務している者達ではな広瀬幸男（蚕31），足立隆夫（蚕37），

いだろうか。それぞれの勤務校では繊工藤甲子太（糸32）一以上坂城申。

燃璽蕊蕊鑓襟6欝㌶田申蜘蚕2

といわゆる学生遊動の覗況などについ

てお話をぶった。（本学部は誹三合法な

破懐活動はないということで一安心）

終って懇親会に移る，来賓としてこの

会の設立に功績大きい竹内善吾氏も来

会され，会田先生，関先生，松尾先生

を囲んで「年はとっても……」と元気

な所を見せ，しばらくは時計の針を忘

る。　トックリも大分なぎ倒された頃一

同母校の発展をを祈りつつ散会。既に

太郎山下の街はネオンでまぶしく，車

の波が抑し寄せていた。

　当日の参会者次のとおりo

ン1・の500名余りの会且がいることが得ない事であろうが，時には母校の先1木内秀夫（学蚕8）一臼田高。

わかる。今回も460通の案内状を山し生方から学問のrfl’るべき姿を聞き，叉清水洗（菰20）一上田千曲高。

て出席者は48名，欠席の返事は94通，　は高度に発達した生産技術や教育施設田中英一（蚕28）一野沢中。

あて先不明，転居先不明などで返送さ　などの一端に触れて，自分達を高めて武井宏雄（化3）一丸子北中。

れたものは57通で，260余りの半数以行きたいものである。叉傍系というこ　塚田信二（蚕25），扱本勝三（蚕23）一

上がなしのつぶてである。つねに名簿　とで思うことも十分胸を張って発表出以上蓼科商。　　　　　　（塚田言己）

を補正整坦していてもこの傾向はここ　来ないような環境が職場の中に，もし
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　　　　　　　　　　　　　　　　　正4年11月，上田蚕糸専門学校職員」

　　　還暦記念一七会の集い　　と刻まれてあったが，新しい学園の中

　一七回（蚕17回卒）では会誌の発行て，旧校名にお目にかかれるのはこの

を25年に復活して以来今日まで継続し碑のみではあるまいか。

ており，恩師の消息，会員たる級友の　　4時過ぎ花屋ホテルから迎えのマイ

動静はお互に知悉されているので，数クロバスで別所に向う。ひと風呂浴び

朝霧にも湯の香がする申を北向観音，

国宝八角三重塔，重支石造多宝塔見物

と歩き廻ったが，常楽寺では朝の勤行

に出てこられた半田老師とお会い出来

たのも上田での縁か。

　つきぬ名残りを温電で上田駅に戻れ

輔から誌上に酬猷にクラ桧開た後は早くも鰯三段対関二段のZI人ば・0時半塙会を約して級友会を紗

脚要望が再三見られるようにな・て戦が始まる・創跣生が玩気な瀕西諌蹴を別つ・

いたのだったが，今年になって山崎，　をお見せになったところで名人戦を中　　末筆・この集いを成功さした世話人

坂口両君の言卜報が知らされるに及んで断して記念撮影をする。　　　　　　に感謝を表し・出席者の横顔を記す。

話が急に具体化し，7月25日母校田口鯵

石碗室に集合，別所温財握ホテ・レ泊

り，上田在住会員が世話人という案が

決定し，念願の級友会が実現されたの…

だった。

定刻の午後2時田口研究室に・・揃い

した者は10名会員の％である。なにし

ろ卒業以来40年初めて顔を合せる者が

多いので，次々と集う白髪の目立つ顔

諾かりし日の級友の顔を探して一瞬

無言，やがてにっこりヤーヤー・後は

恒った話に花力咲くばかり・1卸多忙の

1Li口教授もこられて仲間入りする，ほ

とんどが「長」という地位のお役人や

乳員の職を退いて第二の人生に踏み出

している者なので，在職中の体験談か

撮近の健康法にわたり多種多様な言舌

駆はつきることを知らない。平素は静

かであろう研究室も時ならぬ賑わいに

冷たいお茶の接待をしてくれた女の子

X　　　　・9　　ノ

；；、．。繍

　倉沢先生を囲んで祝宴に入る頃には

⇒竃麟
蕊・ぷ麟仁

　雨営金雄（京京入王寺市）

東京都北多摩事務所長退官後北多摩昭

和病院助役として手腕を振るう。健保

医療に一家言あり，白いものが日立つ

が長身もスマートな好紳士なり。

　飯塚安治（埼玉飯能市）

秋田県蚕試場長退官後郷里で砂利会社

の経営に従事，事業繁昌，堀れば儲か

る由，囲碁三段，白い長髪が美しい，

育ちの良さか。

　金沢　勇（上田市）

上田染谷ケ丘高校の主だったが今春退

職すぐL野清泉女学院に招かれた。諏

訪形の新居でおじいさん振りも板につ

いたよう。

　工藤見吉（愛媛大洲1匡）

県蚕試場長退官後帝京短大教授として

教育界にのり換えした。一一一L会誌発行

の大本山としてその情熱と御努力には

頭が下がる，これもおはなはんの地元

主さぞや驚ろいたことだろうが許され級友の顔もその昔の紅顔の美吉年をと　のせいか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　りもどしていてなごやかさは増すばか　　関　順一（松本市）
たい。

　山口，田口両教授の案内で校内見学　り，会誌の発行を一手に引受けてくれ長野県農協組講習所長を退9，’“・後悠々自

をし旧本館前で記念撮影をする。　　　ている工藤君へのささやかな感謝の記適の模様，囲碁二段。

　学園は舗装された道路の両側に鉄筋念に木彫の上田獅子が贈られた後宴は　　田口亮三r（上田市）

のビル校舎が立並んで往時の姿はなく　佳境に入るのだが・飲むものはふんだ信大繊維学部教授・山中・故山1奇両君

全く新しい学園にな。ている謹か｛・んに脳のに・還暦を越えたという’L・と共に一七会三＋杜の一人で級友のホ

請堂，修己寮，忘れられたようにひそ構いからか飲む方はいささかメートループなり。Pマンスグレーの髪は薄く

とある赤レンガの貯繭庫，蚕具消毒室上らず，若返って高歌放吟もない。別額が広くなったようだが温顔といい・

に昔を忍ぶのみ40年という歳月をしみ所美人の顔も見られず残念がったのは体躯といい見事な教授ぶりであるのは

じみと感ずる。田口研究室もかつての筆者のみだったかも知れない。さわあ　たのもしい。

学生控室を6実験室に改装した建物でれ，今宵の集いは楽しかった，十分に　　橋本亘司（上［［田f）

あるとか。グラウンドに立って高い白歓を尽して命の洗濯をし，静かな湯の蚕と無縁の方が多かった変種，戦後東

楊の葉越しに太郎山を望めば，しばし　町の夜に枕を並べて眠に入る。　　　京で睦交通重役におさまっていたが近

一同無言。田口研究室前の草むらの中　　目覚めの早いのはお歳のせいか，早年上田が恋しいのか郷里上州を捨て，

に頭の欠けた記念碑があり裏に「惟大朝同室の雨宮飯塚両兄に起こされて　新田町に新居を楢えた。坊主頭は若い
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が体調要注意のよう。

　北条五郎右衛門（塩田町）

長野県蚕糸課技斡退官後SI耶魏塩田川∫言義

におされ地元のため活躍中，往年の陳

上蹴の継手砂し健康鵠トしてい畢

るよう，御1白愛を祈る。

　窺堀俊雄（上田市）

長野県養蚕拠協連合会参事を咋年退職

お孫きん相乎に自適のよう，鼠人軍の　i

森捕乎に劣らぬ強打強刀の名抽乎だっ

た在学中その鷲のがっちりした休格

は立派，俳人である。

　森　　　；，’1：∫lz　 （士奇三Eプく宮il）・）

元気さ，宴会を一人でもっているよう

な人柄，現役組として倉沢恒夫試験場

長，柿ll奇泰彦部長，凍邦アセチレン取

締役の脚木正一郎氏，三島学園大学教

授森泉文雄氏，片倉工業東北営業所長

の上野正美氏，県養蚕係長木内富佐司

氏外，製糸組としては固定忠雄，凍家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹄明秀の而帆繭働り帳醐鉄氏・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　県蚕糸課繭糸係長菅原吉隆氏等外諸氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気一杯の現役組，｝i鶉も進むにつれて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思い思いに集寵り時の過ぎるのを知ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず・万歳は午後6時に一一・応終え会長も

　　　　　　　　　　　　　　　　　飲む程に酔う程に話は40fiミ年¢措に誰任を解し・たが，　i活は尽ぎず久方振り

宮城児黒川高校を宛年退職・無縁の地遡る。矢張り昔の顔㌧llの癖・而影がの∬iモ勒で楽しい一ilF．k’）過すことがHrl

1…・宮に居を描いたは1，1来の風来坊僻のl！iて来てなつかしく，夜の更けるのも　来た。

ため・慕を造ったのでもう落着くより舛1らず談笑・誠に感激の一一一夜でしたが　　出席者氏名

なし・工rが遠いが髪は黒く健康なりn　朋年は軽井沢で1’；llJくことを決1’i三して別山本友之亟（蚕15），伊藤Jl三（阻7）

’Tvn！予醐…・　　　嬬己）i・媚しみつつll姶した・（lrl・｝i己）鰍繊（鑛20）謡）木me－一一郎Gf22）

　　　　田回継開継る　　　舳舗繊会働　　布li崎諺（Sit29）・西・1・久雄㈱6）・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木内富佐司（学鑛1），プ〈槻英雄（学蚕
1｜li和3髄酬靭会・一卜珊絵1聯4幽2月・3n轍3綱・酬｝・4），竹内計（鍛5），1ハ・蹴ぷ学
が11J’1　22腋男1醐タ艮憾・テル珊於て宮城支酬会洲1｛llされた．総会蚕8），横1叶錫（学簸10），・酬正

螂7：⊇す硝駅1三ll1蜥1・1臨員34名の内18名蹴，例により鰍支明（蚕別4）謙纏雄（農2），1蹴
」li！一内，1蜘吻継く宮城・1」」形；’J・・　・））会勘挨］汎・蹴蜘獺改選継忠男（糸・5），聴鵬㈱9），　Ei波

酪力lb頬としてaz…1咄〃｝；下さ・舗え・木年将ll綻剛席さ2LたL瞬・友鰍（糸28），蹴酷（細），上野

≧1三・鰍蹴生醗タ〔な繊1・一・1燃訓大郷の総報勧躍会に入る職（nt3、），以上、8名。

激・隅剛だ・たかナア」rlt・・f…わ山紙は・ケ肺東F日アジ珊察縮糎銀鰍鰍

胸んと酬Lな」「○⑱はだ来雛端国され燃かりで鮪縮聞幹事．柿1燃彦棚蜘
ないのかナア」「冗談じ・加・獅きなが醐会酬となる，瀧縮を　　　徽鉄菅原離
横に婦んじ・な・…撤拠で・のしのぐ山紙軸。蹄｛亡湖で第＝獅醐醐翻989＿23
会治す・鞠嫌刷余年・初めて座越舳にてr・1’・座ぷいで伊殿校　　鰍聴：」2・1郡亘理町鮪7。

会・湖雛もかt・　1）あ・たので翫碩勇退され醐蝋雌予繊鑑　　宮城県麟試醐

鯛筋ぬ端でした・　　瀦置長噸力弐こ楓縮としのぐ　　　　（棘言己）

特許・実用新案・意匠・商標

　　出願・訴訟・鑑定

浜特許事務所
4皆【5

　ド　

の　0754占のレ64ーノ7

　　0

橋ピ新　D区一59巷　（
謝賀万

京
東堤東

三助郎実　之治香猪鋼

島谷

浜中福長士士員員

曇鯵
弁弁千千

　　　　　　　　　　　　　つ

徹教科㍉／

良然科轄

　　　　　工学書協会特約店

　　　　株式会社西沢書店

　　　　上田原町TSL②OO24
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理　事　会　開　催

　10月18日理事会を開催した，出席者

は小林運美理事長，北条紆正副］』！事長

関博夫，小林爾一，笠原JE己，竹内薔

吾，斉藤義臣，山崎寿，西沢正一，Fll

口玲，滋野文雄，飯田一・郎，ノJ’x山長雄

（2）・f曲会報広告料のll吐げについては握躍；い会員の熱ぽll努ノ1η1棚勿であ

　従来の1駒100円を300Fqにfil〔上げす　ると心からその努力に敬意と感㈲掴イ

　ること，会杜広告については会報部げる次第ピCあ1晶

　で検討してきめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千曲会費完納会員
（3）ある4F齢に達したなら会費免除の優

i悩について醐行の40∬iぼ費完納　燃獅；・：4咽完綱た会、｛1｝ぽのと

しデ場合以後鰍す紡U注つづけおり℃す、，矧・糠岨却1ミ1ご1脚
てi’、」・　．Pて謝酷う・多軸，るよ沌めいただ訓1；田1いゾ．・しd：す・な・M蹴

てゆく。

土屋幾雄，竹田寛，松沢秀二，白り陪：ω会費納入率の向」：二につし・チGj洛支∫ξ

範，田中茂光の各理事および顧問Uli生

俊興，相談役猪坂直一，香山清禾1｜の両

氏出席，11月23日1．”・i催の第30回），k期総

に挑出する識完について協識した。

監　事　会　開　催

　11月18日監i茎狂会を1別f提した。lllr1・llf．」

井沢署三，坂口育二三，青島二郎の各監

事出席し，11召和44年度歳入歳［【1【決算お

よび基本財産管理状況，会員名簿発行

賀，菅平部分林‖i、理賀，矛‖川部：事業に

ついて監査し午後5時30分終了した。

理　事　会　開　催

　に担当理事をきめて連絡6：とり向」：．

　を6トる方針であξ｝が，さしあたり川

　点支会穎ごきめて納入71　・：の向」二を計る

　ようにする。

（5）定款の第1柴，第2朱の改il三等葱三班

　についておよび役ilの選氷について

　会員の投粟による民主化は改選期が

　明年11月総誉までNがあるから経続

　☆誠研究することにきまった。

上小支会会費納入に

好成績を挙げる・（／

　従来，上小支会は地う己でありなカYウ

会費の納入率がなかなかあがらなかつ

　12月61コ理事会開催。出席は北条副た（昭和42年約52％，同43年約22％）

理事長，蒲生俊興，野口新太郎両顧問そこで昨年7月に会費納入100％｝；馳

和田晋，香山清和両相談役および関博元上小支会からとのアlllがもり上り，そ

夫，山麟，西沢正一竹剛竃，土屋の対策を蹴した・その結果・各地区

幾鵬白井要範，松沢秀＝一の各理事で毎に都漬儲と会員の地醐llの鞠

議題は先般開催の総会において理事会　を作り募集に蒲乎した。熱心な努力が

に一・一一任された事項について協議した。　実を結んで10月末には80％以上の納入

口）傭人の採用にっいては適任者の推薦率を挙げることが出来た。このことは

　を得て事務処理の円滑を期すこと。　地区毎の名簿の作製即ち会員動静の把

納会【tけ：以倍：㍍《4免除〕こ｝1Lり’1国’り

鶴田　膓｝三平

中島　茂lil

高前　氾　・

筋叉　荊止

1㍑　　証泓「i

荻原　津1脅1，

鈴木　寮ll∫

前沢　康雄

山本友之亟

田レ1　亮玉ド

荻1！iI：孝三

姫；・ト　　保

小山　俊苔

ノ」、非］：運美

山井　干幸

鈴ホ　玄九

京宏　明秀

大井　：i（三央

旙け1二頼太郎

i翫喬　頁一一・

宮入　広司

ti”z林　　弱

上田　和男

大塚　　浩

ぷ1，（T3）山　YAil・

ぷ8（TIO）群　馬

∬三8（Tiσ）栃　木

爪9　（T］いil［ら：・YII

意9c王’ID岐　』？，

嶽10（T12）康　京

ぷ13（T15）愛　知

ぷ14（SLt）茨　城

蚕15（s3）宮　城

泰17（S5）上　小

ぷ27（s15）北∫左久

ぷ34（s22）三二　jiJ・

糸10（T1幻北佐久

糸コ6（S4）碁〔　）詰

糸16（s4）諏　紡

糸18（S6）其　庫

糸19（S7）宮　城

糸2f｝（s8）rl；．：・E

糸L8（s15．）誰　註Sj

糸30（S17）女ヒ　zj、

糸34（S22）　　〃

糸34　（S22，ノ　　　〃

紡6（s2：）綴　知

紡17｛S15♪三三　〕P：

海外に飛躍する

北野建設株式会社
取締役社長　iヒ　　野　　次　　登

長野市県町524　電代（2）1201
東京都中央区銀座1の5北野ビル　電大代（562）2331

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ピル電代（344）2366

松本・高田・ジャカルタ

さ

新　館　落　成

御　料　理

さ

味で有名なささや

皆さんのためのささや

　2ドーヲロ②←r｛1上T

や
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佐藤　佳良　紡　16（S12）勤前の逓り（住）前橋］1∫文

　　京町3－8－－16

佐藤　　7J・、’紡　20（S16）東洋紡績KK三重工場長，

　　（［些｜UTIi］Tb’ソ〈字訪ミ堀888）　日孟　（0593）（53）7111　（仁1三）

　　匹｜「｜司∫］1∫プ（字ホ公フtg150＊，一ヒ宅1・号　　賃重　（52）　9518

芝野　大吉　紡　23（S18）自1泉i隊群馬地方連絡部（前

　　］喬了fiT，1，／iM］3－33－20）

前田　貴紡24（S19）凍洋繊維KK尾道工場長，

　　（尾道Tlli天満町17－23）

〉畏谷川浩三　紡　28（S24）倉敷紡績KK紡織部製造課

　　（大阪市東区北久太郎町2　一一41（住）池田市天紳2

　　－3－9
笠珂て　一・則～　，S，yij　28（S24）肇1｝丑良紡6（｛KK71｜ll］」ユニ場（12．X

　　島県芦IFII郡駅家町万能倉373）

関　口清登　勅　30（S26）〕痕力［ス｛ツKK（東京都‡8

　　飾区東金町1　－34－一　9（住）千莱県市川市菅野5－

　　4－3
上野　毎夫　学紡3（S30）通産省京都繊維製品検2芒所

　　（京都市上京区智恵光院中立売上る多聞町）　（住）

　　大阪府枚プ∫市香里丘9の8番合同宿舎613号

｛左藤　 ｝勇7白　弍：：紡3　（S30）勤Oi∫¢）逝り　（住i）ノ」、金撲1：i’1『

　　：‖1〔ロ↑∫1－一一一31－13　　f畠　（0423）　（83）？175

古平藩蔵　学紡7（S34）勤前の通り（住）東京者8中

　　野区t・1｜野3－29－4宮田ケミカルコーポ204号

小出　明良　学紡10（s37）平田紡績KK石巻出張所，

　　（宮城石巻市門脇町1　－13－　5）

聯　　　道彦　　学紡10（S39）Thai　Kurabo　Co．，　Lid．

　　c／oMitsubislli　ComPany（Thailand）Ltd

　　P．O．　Box　179．　BANGKOKt　THAILAND

　　留守宅須坂市塩川町630田中正雄宅聯好子

白石　昌雄　学紡11（S38）兼松XiL商KK機械プラント

　　第2部第1課（東京都中央区宝町2－5

篠ケ瀬勝義　学工12（S39）プリヂス1・ンタイヤKK技

　　術センター内タイヤ製造技術部材料ケービス課（束

　　京都小平市小川東IH12800－　1．）　（住）小平市ノJ、川東

　　2800－1BSアパートC6・－310室

登立　武司　学工14（S41）株式会社東洋社製造部生産

　　管理訓（火阪府門真丁｜∫常稲守16－15）　（住）寝屋川

　　了｝『田Y：Ff町∫29－6

井本 博化4（S20）東洋曹達工業KK研究所第
　　3研究部（山口県都濃沼ll南陽町富田）

西沢　 寛ヲミ　イヒ　 7（S24）芽i斤二）ヒ合戊戊横f∬旨KK（Jlll［1：i了ts一

　　登戸発耕地

竹内　　昭　化　7（S27）旭化成工業KK繊維研究所

会 艮幸
No．　174　　　（19）

　　金U疋分室　（石刀隣ミ石戊ll制｛！野々Ti了川∫字〕忠田ロー42）

小林万千男　化　9（S26）ユニチカKK第2加工研究

　　所（大阪府三島那島木川∫山崎1）

中村春彦　化　9（S29）クラレプラスKK（大垣市

　　長松町718）

菊　　川武　学化3（S30）東洋レーヨンKK三島工1局

　　第1ブイラメント課長（住）三島市文教町2－28－

　　24東レ上岩崎ア．e・・一｝・9－3

池内　　鼎　学化4（S31）帝人KK北1箆営諜1罪（纐井

　　市大乎町3－－4－1福井放送会館3階）　（住）福井

　　了Wプく乍『3－9－15　　fR　（0776）　22－・一・8292

池内　淑子　学化4（S31）企上

桑原　　晃　学化7（S34）三裟レイヨンKK大竹工場
　　（大4う’Tlf証…1日捧川r20・－1）　　（イ主）　プ、こXl’ケ］1∫∬∴，llll：1浜ア？9

　　Ptト3　－13

宮1暗　敏夫　学化8（S35）勤前の通り（住）7穿崎思婬

　　岡市旭Ilt∫恒富中社宅6－3

UVI川　満佳　学化10（S37）帝人KK松LLI二IZ場（住）愛

　　媛鬼松山］1∫余戸帝人余土1362社宅1－7

西川　茶子　1　　　　　全上

鈴木　武司　学化12（S39）兼1公江商KK京京支社機械

　　プラン1・第2部第2課（東京都巾央区宝町2－5）

西尾　　盟　学化13（S40）日綿実業KK東京支社化学

　　部品盤薬課（東京都rll央区宝町1－－6）　電（567）

　　1311（住）千諜県流山TIS松ケ丘1　－486日綿柏寮413

　　f6　（67）　5688

小山　　修学化］4（S41）竹木油脂KK大阪営業所，

　　（大1！反『1了辺il区二靱木田∫2708）　　季6　（541）　8761　（｛主）　4丁

　　本油脂大阪営業所独身寮大阪市西区敬木町2－108

1同島　　守　学化14（S4］）勤前の通り（住）名古屋市

　　；1ヒ区深田町2の14消防局宿舎10そ｝室

松田　芳穂　学化16（S43）富山化学KK（富山市下奥

　　井2－4－1

　　　　　会　　貝　　計　　報

下記会員が死亡されました。謹んで哀悼の意を捧げ

ご冥福をお祈り申し上げます。

　安孫g－PtL　t］fl；　蚕3　 S44．8．13　御1逝…塞

　　　受　千代　　　山形市大字大森440

　甲田　勝衛　糸7　S44．9．29　御逝去

　　　苗司子」　　　イ1肖　　i“Ft浜Tti保ゴ：谷区二峯1岳｜田∫2－2－11

　i肖zk　基弘　イヒ3　S44．10．工8　御IJ圧去

　　妻美枝　　　上田市岩門

小口　英一一　糸12　S44，12．9　御逝去

　　嗣子　轡久雄　岡谷市天竜町2－3－7
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目精の射出成形機は

あらゆる産業で活躍していまず

射出成形機の総合メ・・カe－一

欝鄭日精樹脂工業端驚舎瀧
木社・工場　　長野県扱SJN町　TEI，泓〔城働3000

宮業所　　克京・大阪・名古じ‘｛・足利・広島・富lll

強力オキソeレヂン糖衣錠
　優秀発明賞・紫綬褒章に輝く
　小湊潔博士（糸4回、理研化学工業株式会社
　取締役社長）の発明

特長1．長期間常用しても体臭・ロ臭・便
　　　　　臭をともなわない。
　　　2。著しく食欲を増し体重を増如する
　　　3．　便通を整え、常習性下痢を医す

　　　4．抗病性を増す
　　　5．体力増強・末梢血L管の拡張等によ
　　　　　って保温作用があるので常用する
　　　　　と冷え症によレ・
適応症　食欲増進、虚弱体質、盗汗、ll泉病質、

　　　疲労回復、産婦人栄養、匝年期障害、
　　　神経痛、アレルギP・疾患

帆理研化学工業株式会社

本　社京都市左京区下ll鳴萩ケ垣内町15
　　　　　　電 旨舌　（781）　0433番
伏見工場京都市伏見区深草向川原ll町48
　　　　　　電旨3i（641）5306（fξ塞…）ヘノg番

東京連系各所　　東京者‖i巷区南麻荊fi4丁目13番9号

　　　　　　電話（444）0721（代表）～4番

販売va岩城薬品株式会社
　大阪市東区伏見町三丁目二十六番地

　　イ　ワキ株式会社
東京都中央区日本橋本町四丁目一番地

　ぷ雨

薩1繍…騒

　　く

皆様の百貨店

上田・中央⑧信τ唱鰯

1

　　　　　編　　集　　後　　記

　明けましてお目出度う1ごさい撒す。年頭に当り1；iいご

皆緑のご多幸を心か鑓O祈りいたし1け。渦！腰』i一洞

張り切ってはおりますが，何分にも多忙なllが多i’：ロポ

のご期待に添うような斜il1ができません”CIITし訳なく4i：

じお詫び叩し上げま’〕。しンう・し出来る〔即の努，ノ1すi：燃

意は充分もゲ（おりますのて，今年tはちい：ご支］獄

ご協力の程を心からお願いいたします。原稿をどしどし

お寄せ下さいますよう亜ねてお願い申し上げ心｝’，、

編集委員竹1エ1寛・篠μ、（昭，竹内6涜，中沢1日，平林潔

小笠贋漬次，山木フ」元j…失，白井江ヲ｝：，小林俊一，白ヲ腰範


